
彙
心
理
撃
蘭
書
會

報

　
　
　
一
月
二
十
四
日
午
後
三
時
よ
り
實
温
室
内
野
書
室
に
於
て
開
會
。

　
　
○
造
傳
の
中
心
問
題
と
蒔
田
的
動
作
の
遣
傳
の
貧
瞼
・
匹
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
學
士
櫓
綺
淺
太
郎
君

　
　
○
鍵
。
β
＜
Φ
B
o
づ
審
白
帥
鑓
β
器
恥
と
ロ
D
o
b
甑
瓢
｝
坤
①
と
の
關
係
に
就
て
の

　
　
　
○
①
馨
①
篇
温
語
騨
．
錘
掛
＝
o
誓
］
塁
及
び
瓢
貧
4
0
矯
の
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薦
　
富
　
　
｝
　
郎
君

　
　
　
捨
…
隣
君
は
精
紳
の
遺
傳
に
就
き
て
深
き
事
情
を
有
し
、
　
身
畿
的
特
徴
の
費

　
　
験
造
倒
産
（
Q
魯
。
仲
一
。
。
。
）
に
封
鷹
す
る
精
蛮
的
特
徴
の
Ω
§
。
野
。
。
成
立
に
封

　
　
し
て
深
き
憧
憬
を
有
し
て
居
ら
れ
る
。
寵
し
こ
の
學
の
成
立
を
可
能
・
な
ら
し

　
　
む
る
た
め
に
は
、
籾
脚
の
測
定
が
可
能
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
講
演
、
者
は

　
　
之
に
つ
き
て
は
未
だ
背
定
的
確
信
に
即
し
て
居
な
い
。
　
け
れ
ど
無
帥
の
表
現

　
　
と
見
倣
さ
る
べ
き
精
紳
的
習
作
或
は
廣
義
の
行
勤
（
ゆ
①
｝
養
謀
。
こ
は
あ
る
度
ま

　
　
で
測
定
が
明
に
可
能
で
あ
る
、
從
っ
て
精
紳
的
動
作
或
は
行
動
O
Φ
目
。
昏
。
ω
の

　
　
成
立
は
可
能
で
あ
る
。
故
に
精
憩
の
Ω
㊦
ロ
。
訟
。
胆
成
立
の
階
段
と
し
て
先
づ

　
　
行
動
の
Q
o
員
①
h
酌
。
舩
の
研
究
K
蓮
む
は
自
然
の
順
序
な
る
べ
し
と
の
見
解
か

　
　
ら
、
　
こ
の
方
両
の
貧
験
的
聡
料
を
講
演
者
ぼ
集
め
て
居
ら
れ
．
る
。

　
　
　
親
日
の
講
演
は
行
鋤
り
Q
o
口
①
賦
。
の
の
研
究
の
準
備
的
知
識
と
し
七
身
盟

　
　
的
特
徴
の
Q
Φ
ロ
。
鉱
。
。
。
の
中
心
問
題
を
話
さ
れ
た
。
遺
傳
の
霧
實
に
つ
き
て
、

鵬
は
昔
か
ら
學
者
・
晋
一
般
の
秀
盃
姦
益
し
て
居
っ
た
が
、
學
衛
上
総

彙

報

婆
の
問
題
と
な
し
た
の
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
で
あ
る
。
，
ダ
7
ウ
イ
ン
に
至
り
遺
傳

は
亙
物
一
進
化
の
帽
説
明
に
必
須
の
要
素
と
勃
融
め
ら
る
エ
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、

ダ
1
ウ
イ
ン
の
男
費
ご
σ
q
①
昌
㊦
巴
ω
の
璽
鮎
を
遽
べ
て
ダ
τ
ウ
イ
ン
に
於
て
は
魁

傳
の
申
心
問
題
は
環
擁
と
生
殖
細
胞
並
に
身
懲
細
胞
の
三
方
両
に
跨
り
て
居

た
が
、
　
ワ
イ
ス
マ
ン
に
至
つ
で
先
天
的
三
三
と
後
天
的
墾
皿
ハ
と
の
差
蓮
が
駿

別
せ
ら
れ
、
身
盟
細
胞
と
症
殖
論
難
と
は
全
然
架
工
を
絶
ち
、
從
っ
て
生
殖

細
胞
と
環
鏡
と
の
關
係
も
浴
滅
し
、
後
天
性
湛
響
の
問
題
は
自
減
し
て
慧
傳

の
山
・
心
問
題
は
盆
殖
細
胞
の
冨
Φ
o
げ
奪
コ
d
討
】
β
と
な
っ
た
と
論
じ
、
｝
災
に
生
殖

細
胞
の
鼠
①
o
螺
邑
浸
日
の
研
究
と
し
て
メ
ン
デ
ル
、
明
旦
ン
ゼ
ン
、
ド
ブ
リ
ー

ス
等
の
帯
説
を
強
べ
、
　
生
殖
細
胞
の
物
質
的
研
究
と
し
て
は
染
色
禮
の
研
究

特
に
モ
ル
ガ
ン
、
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
㎝
派
の
研
究
を
紹
介
し
て
、
現
今
に
於
け
る
遣

傳
の
中
心
問
題
は
主
と
し
て
こ
の
二
の
方
向
に
擢
ん
で
居
る
と
論
定
せ
ら
れ

た
。
そ
の
一
は
厘
殖
細
胞
の
レ
自
o
o
げ
ゆ
廿
残
丘
の
研
究
で
あ
っ
て
、
こ
劇
は
成

長
せ
る
二
物
の
身
燈
的
特
徴
を
撮
跨
る
だ
け
暴
悪
な
る
要
素
に
分
赫
し
そ
の

各
要
急
の
遺
傳
の
歌
誌
を
そ
の
子
孫
に
於
て
研
究
し
、
　
こ
れ
を
材
料
に
正
當

な
る
推
理
と
想
像
と
を
加
へ
て
生
殖
細
胞
の
胃
o
o
9
ロ
坊
営
を
惣
像
せ
ん
と
　
．

力
め
て
居
る
。
故
に
こ
の
方
面
に
於
け
る
重
要
な
ス
。
問
題
は
軍
位
要
素
の
…
数

並
に
そ
の
結
果
及
び
分
離
の
有
檬
て
あ
る
。
第
二
の
方
向
は
第
一
の
方
向
に
’

於
て
想
定
し
た
る
箪
位
要
素
の
数
及
び
結
合
、
分
離
の
物
質
的
基
礎
を
求
む

る
に
あ
り
て
主
と
し
て
生
殖
細
胸
葺
小
者
並
に
盆
殖
細
胞
の
嚢
蓬
に
つ
き
之
を

親
畳
的
に
研
究
し
て
居
る
。
而
し
て
身
醗
的
遺
「
傳
の
問
題
の
眞
の
解
決
は
第

一
、
第
二
の
研
究
の
総
合
黙
に
見
出
さ
る
峯
で
あ
ら
う
と
結
ば
れ
た
。
精
瀞

的
動
作
の
潰
簿
の
珍
襲
に
つ
き
て
は
米
化
ヤ
ー
キ
ー
ス
氏
が
鼠
に
つ
き
て
の

實
瞼
の
・
万
法
及
び
そ
の
結
果
要
鮎
を
述
べ
ら
れ
た
。

胸

一
三
七
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暫
　
學
　
研
　
究
　
　
第
二
十
四
號

一
一
學
曾

　
十
二
日
〃
二
十
日
。
忘
年
會
を
蕪
ね
て
學
生
集
會
所
に
於
て
開
催
。
米
田
講

師
、
…
嚴
西
學
士
、
其
他
融
會
學
專
攻
生
全
部
禺
廠
し
、
　
晩
餐
の
後
守
屋
徳
夫

君
の
大
要
左
の
加
｝
き
…
講
演
あ
り
。

　
　
　
　
ボ
7
ス
馬
著
「
原
始
人
の
心
理
」
梗
概

一
　
人
種
的
偏
見
　
　
文
化
接
鯛
の
重
要
　
身
齢
類
型
と
精
瀞
能
力
と
の
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
關
係
。

二
　
環
境
の
人
一
類
々
型
に
及
ぼ
す
影
郷
蟄
　
　
一
退
化
現
象
。
身
長
及
諸
類
型
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
津
。
　
家
瞠
目
の
愛
化
現
象
。

三
　
遣
傳
の
人
類
々
型
に
及
ぼ
す
影
響
　
　
遺
傳
の
重
要
。
　
二
學
説
。
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
類
型
。

五四七六十九八
・
…
一
　
　
》
イ
ノ
σ
塩
一
応
禦
漫
　
　
　
環
境
及
胤
環
礁
の
彫
響
。
　
研
究
法
。

人
種
と
…
類
語
　
　
人
種
と
言
語
及
丈
化
と
の
關
軍
需
園
。
言
語
に
高
下

　
　
　
　
　
　
　
な
し
。

丈
化
麗
日
の
蹴
同
額
性
　
　
龍
陛
逼
的
事
實
。
　
此
ハ
涌
～
原
肉
四
読
。

…
進
化
込
訥
的
考
旗
拓
　
　
乳
化
特
性
の
普
遍
挫
の
假
定
。
　
豊
ハ
批
詳
と
歴
史
的

　
　
　
　
　
　
　
過
程
の
主
張
。

野
点
蟹
人
の
丈
化
特
性
　
盆
画
人
の
丈
化
特
性
三
。
両
説
的
内
容
の
特
質
。

概
括
米
國
に
於
け
る
人
種
問
題

　
一
月
二
＋
四
日
。
　
…
學
生
集
會
所
に
於
て
開
催
。
米
田
講
師
を
初
め
盃
旧
型
約
，

十
名
爵
席
。
「
優
生
…
學
の
見
地
よ
り
見
た
る
諸
學
校
の
敏
育
」
と
題
す
る
村
頓

甲

＝
二
八

太
李
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。
講
演
後
、
融
會
學
及
教
育
學
に
鞠
す
る
晴
，
事
問

題
に
就
き
各
自
意
見
を
交
換
し
十
時
散
・
遷
し
た
。
　
左
に
講
演
の
大
要
を
紹
介

す
る
。

　
　
　
　
　
ユ
【
ゼ
出
ツ
ク
ス
レ
ビ
ユ
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
揚
載
さ
れ
た
る
論
⊥
叉
に
よ
つ
た
の
で
、
該

　
此
講
演
は
「
優
生
學
評
論
」

論
文
は
米
國
の
「
優
生
敏
育
會
」
の
實
行
會
議
に
よ
っ
て
承
認
せ
ら
れ
た
る

〆
モ
ラ
ソ
ダ
ム

畳
書
で
あ
る
。

　
一
瞭
優
恕
學
と
い
ふ
の
は
、
如
何
な
る
富
屋
で
あ
る
か
と
い
ふ
と
、
之
は

「
身
鎧
的
並
に
精
憩
的
の
璽
方
面
に
於
て
、
子
孫
の
人
緯
的
素
質
を
改
善
し
又

は
滅
亡
せ
し
め
ん
と
す
る
作
用
の
中
に
て
、
趾
會
的
支
配
を
以
て
行
ひ
う
る

部
分
に
厨
す
る
該
作
用
の
研
究
で
あ
る
」
　
と
定
義
す
る
彫
が
餌
來
る
。
籾
此

二
丈
に
於
て
は
優
巫
教
画
一
9
の
一
部
門
と
し
て
、
性
的
衛
生
學
の
授
け
ら
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
察
を
力
説
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
此
性
的
徳
生
學
と
い
ふ
の
は
、

一
般
の
無
生
學
ど
溺
様
に
健
康
の
保
全
を
以
て
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

而
も
他
と
異
っ
て
直
接
間
接
の
問
題
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
範
園
内
に
お
け

る
、
健
廉
の
保
持
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
し
て
優
生
學

は
来
來
を
属
當
と
し
、
性
的
衛
生
學
は
現
在
を
目
的
と
し
て
、
雨
者
の
研
究

は
本
質
的
に
同
じ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
　
弼
も
性
の
作
用
は
時
代
と
時

代
と
を
蓮
結
す
る
環
で
あ
っ
て
、
審
理
の
人
類
を
改
善
し
或
は
減
滅
せ
し
む

る
に
書
く
べ
か
ら
ざ
る
中
問
物
で
あ
る
、
從
っ
て
佳
の
構
造
作
用
艶
κ
其
徳

生
法
を
了
解
す
る
事
は
、
優
宅
學
の
研
究
に
・
固
有
な
る
両
も
高
き
領
分
を
占

有
す
る
一
部
門
で
あ
る
。

　
乍
然
吾
人
は
か
（
言
へ
ば
と
て
、
　
性
的
徳
生
墨
の
教
授
を
、
學
校
の
教
室

内
に
総
て
特
別
な
る
一
題
目
と
し
て
教
ふ
る
事
を
主
唱
せ
ん
と
す
る
の
で
は

な
い
。
吾
人
は
學
校
に
於
て
不
攣
の
法
剰
に
從
ふ
て
不
噺
に
赤
る
工
生
命
の

馴



　
　
講
實
に
つ
い
て
の
一
般
概
念
を
、
自
然
を
研
究
す
る
票
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ

　
　
る
べ
き
婁
を
主
張
す
る
者
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
競
の
如
く
、
學
校
に
於

　
　
て
願
は
し
か
ら
ざ
る
事
柄
に
論
及
す
る
事
を
邊
け
な
が
ら
、
　
而
も
十
分
な
る

　
　
功
果
を
あ
げ
ん
が
爲
に
は
、
　
何
疇
も
…
教
師
が
三
物
學
性
的
術
生
學
及
び
優
生

　
　
學
に
就
て
、
　
十
分
な
る
理
解
を
も
つ
て
み
る
事
ぶ
必
要
で
あ
る
。
，

　
　
　
・
次
に
優
生
學
の
見
地
か
ら
北
開
墨
・
絞
教
育
に
要
求
す
る
所
は
、
　
献
狸
族
の
㎞
漫
歩

　
　
の
爲
に
市
民
の
各
人
に
要
求
せ
・
’
5
れ
て
る
る
義
務
、
　
即
個
人
的
犠
牲
を
沸
ふ

　
　
と
い
ふ
遭
徳
性
を
高
め
る
事
で
あ
る
。
徒
來
道
徳
敦
育
は
主
と
し
て
隣
入
に

　
　
封
ず
る
吾
人
の
義
務
を
教
へ
た
が
、
今
後
は
子
孫
に
封
ず
る
義
務
の
更
に
重

　
　
大
な
る
謝
が
授
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
十
ニ
オ
以
下
の
見
童
に
封
し
て
は
優

　
　
生
學
の
墓
礎
を
主
と
し
て
道
徳
欲
育
に
よ
っ
て
與
ふ
べ
き
で
あ
る
。
　
即
習
人

　
　
の
行
路
臣
籍
來
に
お
け
る
碧
羅
の
結
果
に
封
ず
る
費
任
の
感
を
與
へ
る
事
で

　
　
あ
る
。
　
女
の
子
供
に
は
人
形
を
以
て
遊
ぶ
事
を
下
働
し
以
て
結
婚
、
雨
親
、
育

　
　
兄
等
の
槻
念
に
親
し
ま
せ
る
が
よ
い
。
　
十
二
才
以
上
の
晃
鍛
に
封
し
て
は
範

　
　
園
を
更
に
嬢
大
し
て
一
方
に
於
て
は
將
來
の
國
艮
た
る
の
誇
を
感
じ
さ
せ
る

　
　
と
共
に
、
他
方
自
然
法
の
支
配
を
敏
へ
、
又
巌
密
に
科
學
的
方
法
に
よ
っ
て

　
　
動
植
物
が
多
く
の
子
を
産
む
現
象
を
も
授
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
進
ん
で
日
努
貯
汐
。
ぜ
Q
亀
Φ
σ
q
霧
に
於
て
は
更
に
其
範
園
が
済
め
ら
れ
ね
ば

　
　
な
ら
ぬ
。
　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
學
校
の
卒
業
期
、
又
は
海
旧
訳
と
雄
一
定
の
年

　
　
齢
に
達
す
れ
ば
、
教
師
は
個
人
的
に
其
生
徒
と
難
の
問
題
に
去
て
談
し
合
ふ

　
　
が
よ
い
。
尤
も
此
等
の
場
合
に
於
て
教
師
は
十
分
の
注
意
を
以
て
せ
ね
ば
な

　
　
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
其
爲
に
好
奇
心
を
促
し
、
却
っ
て
悪
に
導
く
の
槻
愈
と

　
　
な
る
や
う
な
轟
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
更
に
高
尊
專
門
の
影
野
校
に
於
て

蹴
　
　
亀
、
　
陰
型
程
に
會
ま
る
き
進
化
論
・
享
徳
の
法
二
等
を
授
け
る
に
當
っ
て
は
・

彙

報

暁」

輩
に
科
學
的
事
項
の
探
究
の
み
な
ら
ず
、

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
撃
曾
倒
愈

ウ

同
時
に
種
軌
心
的
進
歩
の
可
能
性
を

　
京
都
市
立
第
二
高
等
小
道
校
長
田
村
作
太
蔀
氏
を
聰
し
一
月
壮
九
日
午
後

六
時
大
竃
皇
都
集
會
所
に
於
て
開
愈
㌦
　
藤
井
、
小
西
、
野
上
三
敏
授
、
㎞
學
生

面
攣
外
聴
講
者
等
二
十
籐
名
陪
席
。
　
講
演
ハ
の
要
旨
左
の
加
〃
し
。

　
　
米
國
初
等
教
育
硯
察
談

　
氏
は
先
ず
隷
属
米
國
婦
人
の
服
装
が
徒
に
流
行
を
趨
ふ
こ
と
な
き
を
推
賞

し
進
ん
で
そ
の
教
育
上
の
聴
徴
を
凡
そ
六
項
に
分
ら
て
詳
設
す
。

　
（
一
）
　
莫
大
の
費
用
を
投
じ
て
米
堤
内
に
潔
斎
す
る
移
民
を
極
め
て
懇
切

に
敷
育
し
馨
れ
に
て
ア
メ
リ
カ
精
騨
を
敷
吹
し
、
速
に
ア
メ
リ
カ
化
せ
ん
と

努
む
る
も
の
ふ
如
く
艦
名
な
る
デ
ン
バ
ー
ス
グ
ー
凡
の
如
き
は
四
十
三
國
の

學
生
を
回
心
｛
谷
し
、
　
皆
栂
到
な
る
注
鵬
思
と
血
…
限
の
精
力
を
樹
…
住
し
、
飽
迄
そ
の

素
志
を
貫
か
ず
ん
ぱ
已
ま
ざ
ら
ん
と
す
。

　
（
二
）
　
あ
ら
ゆ
る
島
民
を
教
育
し
て
自
幽
に
無
用
有
害
の
徒
な
か
ら
し
め

ん
と
す
。
是
は
一
面
個
人
を
尊
重
す
る
葦
生
よ
り
盛
り
、
他
面
は
不
具
痩
疾

者
を
憐
む
温
情
よ
り
な
る
べ
く
、
就
中
（
第
一
）
不
良
少
年
の
指
導
は
懇
切
を

極
め
、
　
其
重
き
者
は
感
化
院
に
蓬
り
、
軽
き
者
及
普
通
に
操
行
不
良
と
云
は

る
」
如
き
者
は
小
姦
悪
朔
所
に
よ
”
て
監
督
し
家
庭
と
學
校
と
警
察
と
の
漁
ハ

カ
に
成
る
精
細
な
る
素
行
調
査
を
墓
礎
と
し
て
丁
寧
遮
切
な
る
補
導
法
を
實

施
せ
り
。
そ
の
裁
到
は
読
買
面
す
る
塵
に
よ
れ
ば
所
…
謂
裁
判
に
あ
ら
ず
し
て
學

校
の
訓
戒
に
外
な
ら
ず
。
（
第
二
）
不
具
者
教
育
邉
憾
な
く
完
備
し
、
二
十
歳
の

か、

q
に
て
身
長
二
尺
に
満
…
た
ざ
る
者
に
歩
行
を
教
へ
一
遡
口
に
て
湘
数
渉
の
漫

一
三
九
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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
二
十
四
號

渉
を
奥
行
し
得
し
め
た
る
邸
賀
、
手
足
を
全
く
訣
け
る
者
に
頭
の
蓮
鋤
に
て

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
衝
を
學
ば
し
め
て
成
功
せ
る
解
方
、
　
盲
に
し
て
唖
聾
を

躯
ね
た
る
姦
し
き
叢
論
者
を
敏
へ
て
、
指
を
他
人
の
口
謄
に
燭
れ
て
談
話
し

得
し
め
た
る
事
｛
買
あ
り
。

　
さ
れ
ど
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ア
ン
の
教
育
殊
に
黒
人
の
教
育
は
北
方
に
て
は

白
人
と
差
別
な
き
も
南
方
に
て
は
盗
然
寒
入
と
學
校
を
異
に
し
、
　
自
由
準
等

の
精
神
に
合
致
せ
ざ
る
に
似
た
り
。

　
（
三
）
　
學
校
教
育
の
實
際
的
盟
殿
業
的
傾
向
は
豫
想
外
の
翫
進
歩
を
認
む
べ

く
、
主
義
と
し
て
、
何
時
か
役
に
立
つ
べ
き
が
散
に
設
ゆ
る
が
如
き
、
同
一

由
教
材
を
重
複
し
て
授
く
る
が
如
き
は
最
も
排
忌
せ
ら
る
。
學
校
に
は
大
抵
實

際
に
欝
珊
業
を
授
く
る
設
備
㌫
兀
全
し
、
困
臥
六
乃
至
八
の
分
科
を
鮒
置
浩
運
、
児
童
生

紬
徒
は
各
其
好
む
慮
に
就
き
て
或
は
左
官
或
は
蓮
一
手
或
は
洗
濯
等
の
素
地
練

習
を
行
ふ
。
敢
に
彼
等
の
工
夫
力
、
創
造
的
締
紳
は
頗
る
旺
盛
に
て
、
現
に

余
の
重
留
中
も
一
晃
童
が
化
學
上
の
重
嬰
な
る
窮
明
を
な
し
た
る
事
を
聞
知

せ
り
。

　
（
四
）
　
糊
性
の
褒
展
に
沖
【
意
し
學
級
の
入
口
貝
臼
眠
も
多
き
も
四
十
を
越
え
ず

或
は
之
を
二
分
若
く
は
三
分
し
て
個
溺
に
敷
育
し
、
殊
に
實
験
は
十
二
人
を

限
度
と
す
。
　
形
式
的
又
は
劃
一
的
敷
育
は
殊
に
舞
捌
し
、
試
験
の
如
き
も
噛

二
科
目
の
鋏
黙
は
更
に
之
を
繍
…
習
せ
し
む
る
に
止
め
落
第
せ
し
め
ざ
る
が
常

な
り
。

　
（
五
）
　
學
校
と
甦
會
教
育
と
の
下
露
巧
妙
を
趣
め
講
堂
は
常
に
公
費
の
使

用
に
供
し
、
市
民
は
自
由
に
之
れ
に
出
入
潤
て
、
備
付
の
用
具
例
へ
ば
得
物

具
叉
は
洗
濯
場
を
自
由
に
使
用
す
る
の
み
な
ら
ず
、
教
師
は
時
に
懇
切
に
其

使
用
方
法
等
を
設
示
す
る
が
如
き
騰
落
し
。

一
四
〇

　
（
六
）
　
見
童
は
六
、
七
、
八
、
九
歳
の
聞
に
入
學
す
る
例
多
く
、
…
州
及
び
學
校

に
よ
り
同
し
か
ら
ず
．
小
聖
校
は
八
年
よ
り
六
年
忌
短
縮
さ
れ
中
學
校
は
四

年
よ
リ
六
年
に
延
長
せ
ら
れ
却
て
好
結
呆
を
見
つ
エ
あ
り
。

　
氏
は
更
に
、
米
國
教
授
法
の
特
色
を
蓮
、
、
へ
、
教
掛
書
の
内
容
に
言
及
し
、
國

語
問
題
の
輕
覗
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
力
説
し
、
幾
多
研
究
の
材
料
を
提
供

し
、
更
に
座
談
匹
移
り
、
一
問
一
答
撒
を
憂
し
て
十
時
散
申
せ
り
。

》
一
二
…
～
～
～
一
～
～
…
～
…
～
一

新
著
紹
介

無
門
閣
解
繹

丈
楽
士
　
紀
　
雫
　
正
　
奨
著

　
m
早
傳
の
野
心
、
　
邸
ち
不
霊
の
一
五
子
は
永
恒
に
不
憂
で
あ
る
、
過
去
は
羅

迦
夫
丁
生
田
よ
リ
、
来
來
は
彌
勒
旧
婚
道
の
後
に
至
る
ま
で
、
一
黙
の
檜
減
も
な

い
、
上
天
國
の
寳
座
よ
り
、
下
地
獄
の
大
釜
の
ど
ん
底
ま
で
、
　
一
貫
し
て
嚴

然
と
し
て
宇
宙
問
に
狽
館
し
て
居
る
、
無
き
に
こ
の
観
心
を
指
し
箇
巾
に
躍

窮
せ
し
む
る
の
が
騨
宗
で
あ
る
、
　
そ
れ
で
こ
の
佛
心
が
即
ち
宗
で
あ
る
、
こ

の㎞

叶
S
以
外
に
宗
は
な
い
、
　
然
し
な
が
ら
こ
の
佛
心
は
醸
し
て
始
め
て
得
ら

る
べ
き
竜
の
で
は
な
い
、
又
騨
迦
の
成
撹
に
よ
っ
て
始
め
て
生
れ
た
馬
の
で

も
な
い
、
　
三
世
不
可
得
、
不
生
不
減
で
あ
る
、
森
羅
萬
象
、
由
河
天
地
、
衆

生
佛
、
魯
二
心
に
朝
宗
し
、
　
謡
法
實
相
な
る
宗
で
あ
る
、
物
如
卸
現
象
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

の
宗
で
あ
る
、
煩
醤
辺
砦
灘
…
な
る
の
宗
で
あ
る
、
絶
群
唯
一
糎
界
の
泉
で
あ

る
、
　
西
天
の
四
七
、
東
土
の
こ
三
、
朕
々
相
承
す
と
錐
近
習
心
は
一
髄
で
あ

っ
て
、
佛
を
超
え
秘
を
越
え
、
佛
を
殺
し
瓢
を
殺
し
、
時
棟
上
或
は
空
間
上


